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Abstract
Two species of Callianassid shrimps, Paratrypaea 

bouvieri (Nobili,  1904) and Lepidophthalmus 
tridentatus (von Martens, 1868) are newly recorded 
from Yaku-shima-island, southern Japan.

はじめに
スナモグリ類は干潟から潮下帯にかけて巣穴

を形成し生息する小型の甲殻類である．筆者は屋

久島の潮間帯および潮下帯上部にて調査を行い，

ブ ビ エ ス ナ モ グ リ Paratrypaea bouvieri (Nobili, 

1904) とミツトゲヤワスナモグリ Lepidophthalmus 

tridentatus (von Martens, 1868) を採集した．ブビエ

スナモグリおよびミツトゲヤワスナモグリはイン

ド・西太平洋の熱帯から亜熱帯に広く分布する種

であり（Sakai, 2005），国内では琉球列島を中心

に報告されている（例えば Komai and Tachikawa, 

2008; Komai et al., 2018）．スナモグリ類は国内の

河口干潟，前浜干潟に広く分布しており，屋久島

でも同様に生息していると想定されたが，これま

で一種も報告されたことがない．本研究は屋久島

におけるスナモグリ類の不足する分布実態と生息

環境の知見集積に際して有益と考えられるため，

ここに屋久島における上述の 2 種の分布と生息環

境について報告する．

材料と方法
屋久島の河口干潟および前浜干潟において，ヤ

ビーポンプまたは徒手にてスナモグリ類の採集を

行 っ た． 調 査 地 は 一 湊 川 河 口（30°27'13"N 

130°29'23"E），一湊海岸（30°27'16"N 130°29'29"E），

宮之浦川河口（30°25'18"N 130°34'14"E），安房港

裏の海岸（30°19'13"N 130°39'40"E），安房川河口

（30°18'52"N 130°39'08"E）， 栗 生 浜（30°16'01"N 

130°25'17"E）， 栗 生 川 河 口（30°16'19"N 

130°25'10"E）， 塚 崎 タ イ ド プ ー ル（30°15'59"N 

130°24'53"E）の計 8 地点である．各種は甲長 CL 

(Carapace Length) を計測した．計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．標本は

70 ％ エ タ ノ ー ル で 固 定 後 , 双 眼 実 体 顕 微 鏡

（LEICA，EZ4）を用いて観察を行った．生鮮時

の体色は固定前に撮影されたカラー写真に基づ

く．本研究に用いた観察標本およびカラー写真は

総合研究博物館（KAUM）に保管されている．分

類体系は Poore et al. (2019) に従った．

観察記録
スナモグリ科 Callianassidae Dana, 1852

ブ ビ エ ス ナ モ グ リ 属 Paratrypaea (Komai & 

Tachikawa 2008)

ブビエスナモグリ 

Paratrypaea bouvieri (Nobili 1904)

(Figs. 1 A–B)

標本　15 個体（甲長 3.1–7.2 mm） ：KAUM-AT. 

1814，雌，甲長 5.1 mm, KAUM-AT. 1815，雄，甲

長 5.2 mm, KAUM-AT. 1816， 雌， 甲 長 6.6 mm, 

KAUM-AT. 1817，雌，甲長 5.4 mm，一湊　一湊

川河口，2022 年 4 月 4 日，ヤビーポンプ，清水直

人．KAUM-AT. 1818， 雄， 甲 長 5.3 mm, KAUM-

AT. 1819，雌，甲長 5.8 mm, KAUM-AT. 1820，雄，
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3.1 mm, KAUM-AT. 1821，雌，4.3 mm，安房　安

房港裏の海岸，2022 年 4 月 5 日，ヤビーポンプ，

清 水 直 人．KAUM-AT. 1824， 雄， 甲 長 6.7 mm, 

KAUM-AT. 1825， 雄， 甲 長 7.0 mm，KAUM-AT. 

1826， 雄， 甲 長 5.3 mm，KAUM-AT. 1827， 雄，

甲長 7.0 mm, KAUM-AT. 1828，雌，甲長 6.7 mm，

KAUM-AT. 1829， 雌， 甲 長 6.0 mm, KAUM-AT. 

1830， 雄， 甲 長 7.2 mm， 栗 生　 栗 生 川 河 口，

2022 年 4 月 5 日，ヤビーポンプ，清水直人．

分布　マダガスカルからフィジーにかけての

紅海を含むインド・西太平洋に分布し（Komai 

and Tachikawa, 2008），国内においては東京都小笠

原諸島父島（環境省，2007; Komai and Tachikawa, 

2008），徳島県（邉見・伊谷 , 2015），高知県（邉見・

伊谷，2015, 2018；村上ほか , 2019），長崎県対馬

（Sakai, 1970）, 熊本県天草（邊見・伊谷，2015），

鹿児島県本土（Komai and Koreeda, 2022）, 上甑

島（環境省，2007），種子島（環境省，2007）, 屋

久島（本研究），奄美大島（林原，1992；環境省，

2007），喜界島（Komai and Tachikawa, 2008），沖

縄島（環境省，2007；Komai and Tachikawa 2008；

大澤，2012），阿嘉島（林原ほか，1992），伊良部

島（大澤・藤田，2016），下地島（大澤・藤田，

2016），宮古島（Komai and Tachikawa, 2008），西

表島（環境省，2007；Komai and Tachikawa, 2008；

大澤，2012）で記録がある．しかし , 対馬の記録

は採集水深から別種の可能性が示唆されている

（邉見・伊谷，2015）．

同定　額角が棘状に尖り角膜に達すること，雄

の鉗脚が左右不同であること，雄の大鉗脚の長節

下縁は葉状の棘が発達し上縁は鋸歯状であり，腕

節が長方形で上縁がなめらかまたは短い鋸歯状の

棘があり，前節の下縁がなめらかであること，第

6 腹節が正方形であること，尾節が正方形で末端

の棘が欠損または発達が弱いことが Dworschak 

(2012) の示したブビエスナモグリの標徴と一致し

たため本種に同定された . 

生育環境　河川河口から潮間帯下部にかけて

の砂泥底で幅広く採集された．一湊川河口では砂

泥が堆積した斜面に高密度で，安房港裏の海岸で

は岩礁の間に溜まった小規模な砂地に低密度で，

栗生川河口では河川脇の淀みとなった部分に高密

度で生息することが確認された（Fig. 2 A–B）. 

備考　各地点で得られた個体はいずれも体色

の色彩がくすんでおり，大澤（2012）のようなピ

ンクの発色が弱かった（Fig. 1 A–B）．また，本種

の出現する屋久島以外の地域では頭胸甲の背面に

緑を帯びる個体が多いが（清水 私信），屋久島の

個体では確認されなかった．この色彩の変異が何

に起因するかは不明である．

Fig. 1. Fresh photographs A–B: Paratrypaea bouvieri KAUM-AT. 1826, male, 5.3 mm CL, C–D: Lepidophthalmus tridentatus KAUM-AT. 
1823, male, 11.8 mm CL. A and C dorsal view, B and D lateral view.
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オ オ ス ナ モ グ リ 科 Callichiridae (Manning & 

Felder, 1991)

ヤワスナモグリ属 Lepidophthalmus (Holmes, 1904)

ミツトゲヤワスナモグリ
Lepidophthalmus tridentatus (von Martens, 1868)

(Figs. 1 C–D)

標本　3 個 体（ 甲 長 9.5–11.9mm）：KAUM-AT. 

1683， 雌， 甲 長 11.9 mm， 栗 生　 栗 生 川 河 口，

2021 年 12 月 3 日， ヤ ビ ー ポ ン プ， 是 枝 伶 旺．

KAUM-AT1822，雄，甲長 9.5 mm，KAUM-AT1823，

雄，甲長 11.8 mm，宮之浦　宮之浦川河口，2022

年 4 月 4 日，ヤビーポンプ，清水直人．
分布　国外ではスリランカ，インドネシア，

フィリピン，ニューブリテン島などのインド・西

太平洋に分布し（Sakai, 2005; Komai et al., 2018），

国内では屋久島（本研究），奄美大島（Komai et 

al., 2018），沖縄島 ( 環境省，2007；大澤，2012; 

Komai et al., 2018)， 久 米 島（Komai et al., 2018)，

石 垣 島（ 環 境 省，2007；Robles and Felder, 2015; 

Komai et al., 2018），西表島 (Komai, 2009; Komai et 

al., 2018) で記録がある．

同定　額角が尖り，眼柄の両脇に額角より短

い棘があること，眼柄は前縁部が僅かに曲がり , 

前方へ向けて先細りになり，先端が斜めに尖るこ

と，眼柄の遠位または中位に明瞭な色素を持つ角

膜をもち，その角膜は暗色で多くの場合眼柄の内

部にまで達すること，大鉗脚の長節下縁に鉤状で

近位の棘があること，長節上縁には近位のくぼみ

がないこと，雄の鉗脚のはさみの平は指節の基部

に明瞭なくぼみがあること，雄の大鉗脚指節は 2

つの大きく離れた歯があり，先端は強い鉤状であ

ること，小鉗脚の長節は棘がなく，鉗間の隙間は

埋めるように毛が生えていること，第 1, 2 腹節の

腹板には鎧のような硬板やプレートがないこと，

尾節は横長で後縁は緩やかな弧状であること，雄

の第一胸脚の末端部はやや圧縮され，先端が鋭く

尖ること , 尾肢の内肢は狭く，細長い亜菱形状で

あり，長さが横幅の 2 倍程度であることが Komai 

et al. (2018) の示す標徴と良く一致したため本種

に同定された．

生育環境　栗生川および宮之浦川ではいずれ

も河川河口内の脇の淀みに堆積した砂泥底から採

集された（Fig. 2）. 本種は同所的に出現するヨコ

ヤアナジャコ Upogebia yokoyai (Makarov, 1938) に

混じり散発的に確認された．

Fig. 2. Collection sites of Paratrypaea bouvieri and Lepidophthalmus tridentatus. A–B: P. bouvieri and L. tridentatus collected from Kurio 
River; C–D. L. tridentatus collected from Miyanoura River.
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備考　屋久島の宮之浦川産の標本が本種の分

布の北限となる．

考　察
屋久島は北琉球に属し，日本本土に対して種

多様性が比較的に高くなることが考えられたが僅

か 2 種しか採集されなかった．これは，屋久島の

山々が急で河川の流れが速いため，河川河口や前

浜干潟にスナモグリ類の好む砂泥底や泥底環境が

発達していなかったためだと考えられる．また，

本研究においてスナモグリ類はウミガメ類が産卵

する波当たりの強い粗い砂地では一種も確認され

ず，そのような環境では種多様性が著しく低くな

ることが考えられた . 
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